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平成29年４月号から、「全国における主要農産物の輸出入実績」、「関連指数」のページはなくなりました。
それぞれの情報につきましては、

【輸出入実績】
農林水産省ホームページ内「農林水産物輸出入統計」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kokusai/index.html

【消費者物価指数】
全　国：総務省統計局ホームページ内「消費者物価指数月報」
http://www.stat.go.jp/data/cpi/
名古屋：愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」
http://www.pref.aichi.jp/soshiki/toukei/bukka.html

【農業物価指数】
農林水産省大臣官房統計部「農業物価統計調査」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noubukka/

【名古屋市小売価格】
総務省統計局「小売物価統計調査」
http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020101.do?_toGL08020101_

を御覧ください。





バラの夏期高温期における CO2施用技術を開発 

農業総合試験場

愛知県におけるバラ（切花）の平成 29 年産産出額は 25 億円で全国１位です。しかし、

本県の夏期の高温は施設栽培のバラにとって厳しい環境であるため、高温期における良品

生産技術の開発が求められています。農業総合試験場では平成 27 年から夏期低コスト高温

対策技術について試験を行い、その技術の一つとして CO2 施用技術を開発しましたので紹

介します。 

１ CO2施用技術の概要

  本技術では、バラの高設栽培で CO2を局所施用し、同化専用枝（光合成を促進する枝）

が位置する高さ 50 ㎝の CO2濃度を調節します。CO2施用機には灯油を使う燃焼式を用いま

す。この方式では高温の CO2を含む燃焼ガスが発生するため、ガスは冷却機を通過させ、

ファンを用いてベンチ下に配置した送風ダクトを通じて局所施用します（図１）。ダクト

は 50cm 間隔でベンチ側に２cm 程度の穴をあけます。 

この方法による灯油使用量は、稼働時間帯を午前７時から午後４時、稼働条件を日射

量 150W／㎡、CO2濃度 420ppm 以下とした場合、７～９月の３か月間で約 80L（施用面積

100 ㎡）でした。 

図１ 灯油燃焼式 CO2施用機による局所施用方法 

２ 施用による施設内 CO2濃度とバラの収量及び品質

  施設内の CO2濃度は、CO2無施用区ではダクトからの高さに関わらず 400ppm 程度で推移

しました（図２）。CO2施用区では施用機が稼働すると高さ 50cｍで 500ppm 以上に上昇し、

稼働が停止すると 400ppm 程度まで低下しました。高さ 150cm、250cm では施用機が稼働

すると 420～500ppm まで上昇し、稼働が止まると約 400ppm まで低下しました。これらの

ことから、この方法により同化専用枝の位置する高さ 50cm で CO2が局処施用されている

ことを確認できました。 

ベンチ下に配置

したダクトで

局所施用

（点線部分がダクト）

燃焼式 CO2施用機

冷却機

（メッシュ状の金属や

被覆材で作成したボッ

クスに水をかけ流し）

ファン及び送風ダクト
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  CO2施用の有無が収量・品質に及ぼす影響について「サムライ 08」、「アヴァランチェ」

を用いて調査しました。株あたりの切花本数は、CO2 施用により「サムライ 08」では、

5.2 本から 5.4 本へ約４％、「アヴァランチェ」では 9.2 本から 9.9 本へ約８％増加しま

した（表１）。さらに、両品種とも CO2施用によって切花重が増加、花高が伸長、茎径が

肥大するなど品質が向上しました。 

また、CO2施用により「サムライ 08」では切花長 70cm 以上の階級が約 10％、「アヴァ

ランチェ」では 60～70cm の階級が約 30％、70cm 以上の階級が約 50％増加し、両品種と

も上位階級の切花が増加し、下位階級が減少しました（図３）。 

表１ 換気条件下における CO2施用の有無が収量・品質に及ぼす影響（７～９月） 

品種名 CO2施用 切花本数 切花重 花高 茎径 

  本／株 g mm mm 

サムライ 08 施用 5.4 48.0 48.3 5.5 

 無施用 5.2 42.4 46.8 5.3 

アヴァランチェ
施用 9.9 22.3 41.2 4.5 

無施用 9.2 20.7 40.2 4.3 

３ おわりに

  今回開発した CO2施用技術は、施設

の側窓を開閉する夏期にも効果的に

CO2 の局所施用ができ、バラの収量増

加、品質向上に有効な技術です。 

しかし、施設内で灯油を燃焼させる

ことから、①施用機周辺に可燃物を置

かない、②排出ガスは必ず冷却させる

などの安全に配慮してください。 

【本研究は農林水産省「戦略的プロジェクト研究推

進事業（実需ニーズの高い新系統及び低コスト栽培

技術の開発）」で実施しました】 

図３ CO2 施用の有無と階級別切り花本数

(７～９月) 
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卸売市場法の一部改正について 

食育消費流通課

１ 法改正の概要

  卸売市場を含めた食品流通の合理化と生鮮食料品等の公正な取引環境の確保を促進す

る目的のもと、改正卸売市場法が平成 30 年６月 22 日に公布され、令和２年６月 21 日に

施行されます。生鮮食料品等の公正な取引の場として、６つの共通取引ルールを遵守し、

公正・安定的に業務運営を行える卸売市場を、中央卸売市場又は地方卸売市場として農

林水産大臣又は都道府県知事が認定・公表し、指導・検査監督することとなります。 

  また、各卸売市場では、その他の取引ルールを定めることができるほか、取引実態に

応じて、創意工夫をいかした事業展開が期待されます。 

２ 認定要件となる遵守すべき共通の取引ルールとその他の取引ルール 

○共通の取引ルール 

○その他の取引ルール（開設者が取引参加者の意見を十分に聴き、定められる事項） 

３ 法改正に伴い卸売市場に期待されること 

・食品等の流通の核として国民に安定的に生鮮食料品等を供給する役割を果たすこと。 

・生産者の所得向上等への的確な対応のため、新たな需要の開拓や付加価値の向上を実

現すること。 

・食品等の円滑な搬出入を可能にするトラックバースの整備等、流通の効率化に取り組

むこと。 

・コールドチェーンの確保や品質管理認証の取得に必要な衛生設備の整備等、品質管理

及び衛生管理の高度化に取り組むこと。 

・災害等の緊急事態の際に生鮮食料品等を供給できるよう事業継続計画（BCP）の策定等

に努めること。 

 取引ルール 内            容 
① 売買取引の方法の公表 せり売、入札、相対取引等の取引の方法を公表すること。
② 差別的取扱いの禁止 出荷者等に対して、不当に差別的な取扱いをしないこと。
③ 受託拒否の禁止 

(中央卸売市場のみ) 
卸売のための販売の委託の申込みがあった場合には、正
当な理由がある場合を除き、その引受けを拒まないこと。

④ 決済ルールの策定・公表 売買取引を行う場合の支払期日や支払方法等を公表する
こと。 

⑤ 売買取引条件の公表 取扱品目や委託手数料、出荷奨励金等の取引条件を公表す
ること。 

⑥ 売買取引結果等の公表 卸売の数量や価格及び委託手数料額等の取引結果を公表
すること。 

 取引ルール 内            容 
① 商物分離 卸売市場外にある生鮮食料品等の卸売業者による卸売 
② 第三者販売 仲卸業者及び売買参加者以外の者への卸売業者による卸売 
③ 直荷引き 仲卸業者による卸売業者以外の者からの買受け 
④ 自己買受け 卸売業者による卸売の相手方としての買受け 
⑤ 受託拒否の禁止 

(地方卸売市場) 
卸売のための販売の委託の申込みがあった場合には、正当な理由
がある場合を除き、その引受けを拒まないこと。 
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産地直売所の機能強化の取組について 

新城設楽農林水産事務所

 新城設楽農林水産事務所では、委託事業や先進地視察研修会を通じて、管内の直売所を

支援しています。 

１ 産地直売所交流機能強化推進事業の実施 

農政課では、平成 30 年度に産地直売所交流機能強化推進事業を実施しました。この事

業では「道の駅アグリステーションなぐら」をモデルに、直売所が抱える課題の解決に

向けた取組を支援するとともに、その成果をマニュアル化することで他の直売所に波及

させることを目的としました。 

  平成31年１月28日に開催した成果報告会では、

直売所従業員の意識向上、新たなノウハウの習得

に資する勉強会の開催などの事業実施報告に加え、

直売所の主要農産物であるエゴマのより効果的な

生産・販売方法や、インターネットを通じた地場

産品の販売方法についての発表があり、来場者は

熱心に耳を傾けていました。

さらに、これらの成果はマニュアルとして取り

まとめ、管内外の直売所にも送付しました。

２ 令和元年度中山間地農業ルネッサンス推進事業の実施 

  本年度は中山間地農業ルネッサンス推進事業を活用し、令和元年７月８日に「アグリ

ステーションなぐら」を運営する名倉高原生産組合の参加者を中心に、長野県の「上松

町特産品開発センター利用組合（以下、利用組合）」と「信州自然王国」で視察研修会を

実施しました。利用組合は、平成 12 年に女性農家を中心に設立され、エゴマなどの町内

農産物の加工・販売を行っています。また、信州自然王国は、無添加農産加工品の製造

など、環境負荷を抑えた「環境栽培」に取組んでいます。今回の視察では、農産加工や

販売等に関する積極的な意見交換が行われました。 

その他、前年度実施した産地直売所交流機能強化推進事業の取組を継続させるために、

業務委託により招いた外部専門家による指導等を年４回、実施する予定です。

利用組合の農産物加工場      信州自然王国の農産物加工場 

成果報告会の様子 
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平成30年度京浜市場における愛知県秋冬野菜の販売結果について

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

７月２日（火）、首都圏の青果卸売会社30社、ＪＡあいち経済連及び愛知県により構成

される「京浜市場愛知県野菜連絡会」の第44期全体会議並びに秋冬野菜出荷反省会が開催

されました。本会議において、平成30年作秋冬野菜の出荷状況の情勢報告が行われました

ので紹介します。

１ 平成30年作販売概要

京浜・関東市場における販売結果は、ＪＡあいち経済連の取扱実績で、数量82,673ｔ

(前年対比93％)、金額211億円(同76％)となりました。主要品目の数量ではキャベツ：

46,769ｔ(同91％)、トマト：9,963ｔ(同95％)、ミニトマト：5,927ｔ(同98％)、ブロッ

コリー：5,086ｔ(同90％)、おおば：1,448ｔ(同101％)でした。

平成29年作の記録的高騰を背景に、輸入野菜が業務需要に大きく食い込んだ状況の中、

関東近郊からの潤沢な入荷と重なったキャベツなど葉物類の低迷や、市場と産地の連携

した取組により荷動きが改善したものの、全国的な入荷増で改善分が相殺されたトマト

など、課題の多い年となりました。

２ 主要品目の販売概要（京浜市場愛知県野菜連絡会販売資料より）

（１）キャベツ

ア 販売経過

10月上旬の台風24号で前年同様に作柄が心配された状況の中、出荷が始まりました。

そのため、加工業務向けには早々に輸入品を手配され、ほぼ量販店のみの販売が続き

価格低迷が長期化しました。また、銚子や三浦等の他産地は台風の影響が少なく潤沢

な入荷だったほか、３月以降は台風後の蒔き直し分が重なり販売に苦戦しました。

イ 競合産地の動向

だいこん及びはくさい、洋菜などの他品目からの転作により全国的に作付けは増加

しています。特に安定した価格での取引を求めて加工業務対応が増えています。

ウ 消費動向

量販店及び加工業務中心の販売ですが、加工のシェアが年々増えています。量販店

では、１玉売りから半分のカット売りや小玉販売と単価を抑えた販売が増加しており、

特に秋冬期は９、10玉の注文も増えています。加工業務は安定した数量を求めており、

近年は輸入品も抵抗感なく取り扱うことも多くなっています。

エ 愛知県への提言

国内産地だけでなく、輸入キャベツの増加も目立っており、加工キャベツの対応を

していかないと価格競争に巻き込まれる恐れがあります。価格低迷が続く傾向にある

ため、早急に対策を打つ必要があると考えられます。今後、各市場の提案にどれだけ

応えられるかが期待されています。

（２）トマト

ア 販売経過

年内では、出荷開始時は台風や夏場の高温・曇天により数量減の単価高で推移しま
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したが、11月以降の好天暖冬で年末にかけて潤沢な出荷となり、前年を下回る単価で

の推移となりました。年明け以降は、年始めの流通在庫で荷動きが悪くなったものの、

本年については主産県合同での販促の実施により売り出しが多く、荷動きは前年より

良くなりました。桜の開花以降は、気温の低下により冬産地の数量が落ち着き、また

売り出しが多かったことから、３～４月中旬頃まで前年を上回る単価で推移しました。

しかし、４月下旬よりゴールデンウィークにかけて各産地とも出荷のピークとなり、

10連休の影響も大きく、５月は月間を通して販売に苦戦しました。６月上旬も気温高

と好天続きによる前倒し出荷となり単価は苦戦が続きましたが、中旬以降は冬春産地

の切り上がりと後続産地の増え方が緩やかだったため幾分の回復を見ました。

イ 競合産地の動向

作付面積は、熊本と栃木は微増、千葉は横ばいです。品種は、耐病性の品種が多く

なっています。販売促進については、熊本、栃木は積極的に実施しており、ポスター

やPOP、レシピなどの販促資材が充実しています。

ウ 消費動向

競合産地の他に企業系の市場外流通が増加傾向にあり、量販店とのシーズン契約や

業務向けについても増加が目立ち、より先売りが必要な時代となっています。

エ 愛知県への提言

より選ばれる産地になるべく、商品力や販売を含めたプロモーションの強化が必要

と思われます。

（３）ブロッコリー

ア 販売経過

年内販売は、本県産では台風24号の影響により出遅れ感がありましたが、他産地は

順調な出荷となり、11月以降は関東近在産地～九州産地まで出荷が重なり販売に苦戦

しました。年明け後の販売は、低温と干ばつにより１月に若干の端境期が見られたも

のの、２月以降は天候災害も無く各地順調な出荷となり、遅れた作が重なったことも

影響して販売に苦戦する時期が長期間続きました。

イ 競合産地の動向

熊本、長崎を中心とした九州産地は、人手不足で現在は足踏み状態ですが、作付け

意欲はあり長期的に見ればまだまだ作付増加が予想されます。

四国産地は、香川の独占状態で1,100haほどの作付面積を有し、今後もレタスから

の転作により作付けが増加すると予想されます。また、近年は徳島産の京浜市場向け

出荷が徐々に増加しています。

ウ 消費動向

ブロッコリーの需要は増えているものの、消費形態が国産を中心とした生食から、

外国産中心の外食、中食に少しずつ移行しています。また、カットサラダだけでなく、

冷凍食品など新たな需要が増えています。

エ 愛知県への提言

九州産地を中心に「氷詰め」での出荷が増えており、量販との商談において大きな

アドバンテージとなっています。愛知産は、まだまだ秋冬産地のトップブランドです

が、これら氷詰め産地に対応するためにも、契約販売や事前提案販売など、積極的な

販売を求められており、数量や単価のリスクはあるものの、顧客・売場確保のために

是非お願いしたいとの声が聞かれました。また、年々、品質の個人差が目立ってきて

おり、こちらの対応も再度お願いしたいとの話もありました。
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「あいち花の交流ひろば」を開催しました 

園芸農産課

愛知県は昭和 37 年から 56 年連続して花き産出額が日本一を誇る「花の王国」です。 

あいちの花の魅力を伝えるイベントとして、名古屋市中心部の久屋大通庭園フラリエや

愛知県で開催された「第 70 回全国植樹祭あいち 2019」の会場において、「あいち花の交流

ひろば」を開催しましたので、概要を紹介します。 

１ 開催概要

（１）主催

 あいち花の交流ひろば実行委員会 

構成：愛知県、愛知県花き温室園芸組合連合会 

（２）期日・場所等 

  ・久屋大通庭園フラリエ会場 

期日：平成 31 年４月 11 日（木）から 14 日（日）まで 

場所：久屋大通庭園フラリエ（名古屋市中区） 

備考：「第４回フラリエみらい花フェスタ with あいち花の交流ひろば」として開催 

・第 70 回全国植樹祭あいち 2019 会場 

期日：令和元年６月２日（日） 

場所：愛知県森林公園（尾張旭市） 

備考：「第 70 回全国植樹祭あいち 2019」のおもてなし広場において開催 

２ 主な内容 

（１）久屋大通庭園フラリエ会場 

久屋大通庭園フラリエ会場では、県産の杉ときくなど８種 1,500 本のあいちの花を

使った「第 70 回全国植樹祭あいち 2019ＰＲ装飾」、県と国立研究開発法人量子科学技術

研究開発機構が共同で開発したきくの新品種を使った「かがり弁ぎくＰＲ展示」を実施

しました。また、県内の生産者自慢の花 180 点が競う品評会「あいちフラワーコンテス

ト」や、「あいちの花を使った体験講座」として花束やハーバリウムの製作体験を実施し、

来場者へ全国植樹祭と本県産花きの素晴らしさをＰＲしました。 

第 70 回全国植樹祭あいち 2019ＰＲ装飾     かがり弁ぎくＰＲ展示 
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（２）第 70 回全国植樹祭あいち 2019 会場 

第 70 回全国植樹祭あいち 2019 会場内の「おもてなし広場」において、大相撲名古屋

場所で愛知県知事から優勝力士に贈呈されるあいちの花を使った「大花束のレプリカと

一緒に写真が撮れる写真スポット」を設置しました。また、久屋大通庭園フラリエ会場

に引き続き「かがり弁ぎくＰＲ展示」を行いました。 

３ 開催結果 

（１）来場者数 

 35,137 人（フラリエ会場 27,337 人、植樹祭会場 7,800 人） 

（２）来場者の感想 

 来場者からは、「愛知県でこんなに色々な花を作っているなんて驚いた」、「大花束の

迫力が凄かった」、「かがり弁ぎくを家でも飾ってみたい」などの感想が聞かれました。 

２会場、５日間の実施により、県内外の多くの来場者に対して、高品質な本県産花きや

きくの新品種「かがり弁ぎく」の魅力をＰＲできました。今後も継続して、花き関係団体

等と連携して本県産花きや県育成新品種などのプロモーションに取り組みます。 

あいちフラワーコンテスト      あいちの花を使った体験講座 

「かがり弁ぎく」ＰＲ展示        参考：かがり弁ぎく 

大花束のレプリカと一緒に写真が撮れる写真スポット 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並 ：±１％台以下
わずか ：±２％台
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±16％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：巨峰）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

３０年実績 ８５３ １１１ １，０３１ １，０１５ 長野（６０％）
(１３％) 山梨（２６％）

－
元年見通し ８７０ １００ １，０００ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

前年から引き続き、シャインマスカット ぶどう類の作付面積は、長野と山梨は概ね
の割合が増加し、巨峰は減少傾向にある。 横ばいだが、愛知は高齢化により減少傾向に
巨峰の本年作は前年より１週間ほど遅く、 ある。また、シャインマスカットがメインに
29年作に近い動きとなっている。７月の曇 なりつつある中、巨峰の入荷量確保を求める
雨天続きにより酸抜けが悪く、収穫出荷ま 声は強く、作付面積の維持をお願いしたい。
で時間を要している。玉肥大や果実品質へ 本年の出荷物については、長雨があったも
の曇雨天の影響は少なく平年並の作柄で、 のの、現在のところ果実品質に大きな問題は
長野は玉伸びが良く箱数が出てくるか。 出ていないが、例年同様に高温期の玉割れ等

入荷量は前年並となり、価格は前年をや には注意をお願いしたい。
や下回る見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：いちじく）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

３０年実績 １，０００ ５１１ ９２６ １０５３ 和歌山（１９％）
(５１％) 静 岡（ ９％）

福 岡（ ８％）
元年見通し １，１００ － ９２０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知は長梅雨で１週間程の遅れが見られ 愛知産は入荷量が多く品質も良いため、
るが、概ね順調に生育している。和歌山は 量販店からも支持されている。商品特性と
曇雨天により無加温でのロス率の高まりや して過熟や裂果といった傷みが出やすく、
露地物の遅れが見られたものの、梅雨明け 品質管理が特に重要であるため、検品をし
により回復するか。福岡を含め、各産地と っかり行い品質維持を図るとともに、等階
もに８月後半に出荷ピークを迎える見込み 級別選果の徹底に努めてほしい。
で、９月上旬には入荷が落ち着くか。今年 いちじくは京浜地区でも夏から秋の果物
は例年通りの入荷量を見込むものの、今後 として定着してきている。生産者の高齢化
の台風の影響を注視する必要がある。 等により生産規模が縮小傾向であるが、産

入荷量は前年をかなり上回り、価格は前 地の維持・拡大をお願いしたい。
年並の見込み。
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名古屋・東京市場における青果物の８月の見通し

７月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ３０，４５５ 216 242 256 北海道 31%
２７年 ３１，１１３ 263 263 238 長野 25%
２８年 ３１，０２７ 239 226 224 群馬 10%
２９年 ３１，０５７ 213 231 243 兵庫 6%
３０年 ３０，７３８ 264 271 265 青森 5%

５ ヵ 年 平 均 ３０，８７８ － － －

元 年 見 通 し ３０，５００ － － －

２６年 １，４９４ 85 113 115 北海道 53%
２７年 １，６１４ 103 138 126 青森 38%
２８年 １，４３４ 95 126 132 岐阜 5%
２９年 １，４５９ 92 95 87 長野 4%
３０年 １，６３４ 131 122 105

５ ヵ 年 平 均 １，５２７ 102 119 113

元 年 見 通 し １，５００ 100 100 100

２６年 ２，０３０ 127 123 129 北海道 98%
２７年 １，９２４ 192 162 167 青森 2%
２８年 １，７４９ 178 115 163
２９年 ２，１９８ 58 69 86
３０年 １，９６７ 129 132 149

５ ヵ 年 平 均 １，９７４ 134 119 137

元 年 見 通 し ２，０００ 130 130 130

に

ん

じ

ん

１２５
１７４
１５４
７１

１３９

１３０

　北海道を中心に入荷する。青森の入荷は
上旬にほぼ終了し、北海道に切り替わる。
北海道は概ね前年並の入荷量を見込むが、
低温と干ばつの影響によりやや小玉傾向と
なるか。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、青森を中心に入荷する。前年は
不作傾向だった一方で、名古屋市場では青
森産が増量して入荷量は平年を上回った。
本年は北海道、青森ともに平年作の見通し
で、順調な入荷が予想される。
　入荷量と価格はともに前年をかなり下回
る見込み。

　北海道、長野を中心に入荷する。長雨の
影響で葉菜では傷みの発生が懸念される。
果菜類も着果不良等の影響が見られるが、
入荷は平年並の品目が多い。前年天候不順
となった北海道の本年の作柄は平年並か。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

１３０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２４３

２２８
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

１０３
１１８
１１４
８７

１１３

１０７

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２３８
２５３
２３０
２２９
２６５

名古屋市中央卸売市場
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注）

７月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 １２２，５５３ 223 261 280 北海道 21%
２７年 １２５，５８２ 268 270 263 群馬 17%
２８年 １２８，４９９ 238 232 234 長野 16%
２９年 １２５，３００ 229 254 261 青森 7%
３０年 １１８，６９３ 290 295 287 茨城 6%

５ ヵ 年 平 均 １２４，１２５ － － －

元 年 見 通 し １２０，０００ － － －

２６年 ９，３４８ 77 112 114 北海道 63%
２７年 ９，４１２ 101 133 128 青森 30%
２８年 ８，６３６ 90 137 131 岩手 4%
２９年 ９，４１４ 84 88 82 群馬 1%
３０年 ８，０１７ 125 122 104

５ ヵ 年 平 均 ８，９６５ 95 118 112

元 年 見 通 し ８，６００ 80 110 110

２６年 ６，８７５ 116 113 113 北海道 87%
２７年 ６，６３５ 189 158 155 青森 9%
２８年 ６，７００ 169 117 146 中国 3%
２９年 ７，６０７ 64 70 78 千葉 1%
３０年 ６，４７８ 129 139 142

５ ヵ 年 平 均 ６，８５９ 131 118 125

元 年 見 通 し ７，０００ 110 110 110

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

　北海道、東北、高冷産地からの入荷が中
心となる。果菜類を中心に７月の天候不順
の影響が残るも、前年は低温長雨で大打撃
を受けた主力の北海道は無傷。不足感なく
安定した出荷が見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は高騰した
前年をかなり下回る見込み。

　北海道、青森からの入荷がほとんどを占
める。北海道は作柄良好で、青森を含めて
潤沢な入荷が見込まれる。しかし一部産地
においては病害虫、乾燥などによる品質へ
の懸念も残る。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

　北海道からの入荷がほとんどを占める。
産地によっては５月に風害を受けており、
肥大不足等の影響が残る。産地ごとに軽微
な問題あるものの、生育は概ね良好と判断
される。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

１００

１６７
１４５
７１

１３７

１２５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１１０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年のに
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じ

ん
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品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２５６
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２４８

前年主要産地（％）

２９０

 前年及び本年の

東京都中央卸売市場
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７月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 １，４２３ 99 136 126 長野 100%
２７年 １，４３４ 104 146 96
２８年 １，６９０ 61 62 58
２９年 １，６３６ 56 82 115 0 0%
３０年 １，５２４ 158 105 107

５ ヵ 年 平 均 １，５４１ 94 104 99

元 年 見 通 し １，５００ 70 70 70

２６年 ４，０４８ 86 105 110 群馬 68%
２７年 ４，２０６ 103 114 102 長野 25%
２８年 ４，４３８ 78 81 79 北海道 6%
２９年 ４，２８９ 71 97 100
３０年 ４，３２２ 114 108 91

５ ヵ 年 平 均 ４，２６０ 90 101 96

元 年 見 通 し ４，３００ 70 80 90

２６年 １４３ 689 731 1,017 岐阜 89%
２７年 １５９ 760 821 789 長野 4%
２８年 １７８ 624 690 795 茨城 3%
２９年 １３７ 778 869 809 静岡 2%
３０年 １３７ 848 846 886 愛知 1%

５ ヵ 年 平 均 １５１ 734 786 855

元 年 見 通 し １５０ 650 750 800

８０６
８５３

７９７

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

６８２

 前年及び本年の

７８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜を中心に、一部長野や茨城などから
入荷する。岐阜の上旬は順調な入荷となる
見込み。下旬は梅雨明け後の高温期に播種
した分の入荷となり数量を減らすが、全体
的には概ね順調な市況となるか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

７９７
８６７

は
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い

１１５
１０９
５６
８６

１２２
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キ

ャ

ベ

ツ
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１０３
７７
８９

１００

９３

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　群馬を中心に長野などからも入荷する。
両産地ともにここまで生育順調だったが、
長雨の影響による品質低下が懸念される。
価格は７月の安値傾向が続く見通しで、販
売には苦戦するか。
　入荷量は前年並で、価格は前年を大幅に
下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からほぼ全量を入荷する。７月前半
の市況に日照不足の影響は見られないが、
曇雨天続きによる作柄の悪化が予想され、
盆前後まで入荷への影響が懸念される。
　入荷量は前年並で、価格は高値だった前
年を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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７月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ５，５２９ 91 128 117 長野 96%
２７年 ６，３２０ 102 150 97 群馬 3%
２８年 ６，０２４ 55 58 57 茨城 1%
２９年 ６，９２６ 58 83 114
３０年 ７，２０９ 164 111 106

５ ヵ 年 平 均 ６，４０２ 96 106 99

元 年 見 通 し ７，１００ 90 90 90

２６年 １４，４２３ 73 100 107 群馬 79%
２７年 １５，６５７ 94 110 105 岩手 13%
２８年 １６，４８６ 66 72 72 長野 6%
２９年 １６，３９３ 60 90 96 北海道 1%
３０年 １７，５２７ 117 103 83 青森 1%

５ ヵ 年 平 均 １６，０９７ 83 95 92

元 年 見 通 し １７，０００ 70 90 80

２６年 ７５４ 661 712 970 群馬 36%
２７年 ６９５ 797 951 828 栃木 29%
２８年 ７８８ 583 683 731 茨城 12%
２９年 ６９５ 834 881 772 岩手 10%
３０年 ６６２ 799 835 83 岐阜 5%

５ ヵ 年 平 均 ７１９ 729 807 688

元 年 見 通 し ７００ 650 850 750

　長野からの入荷が中心となる。７月の日
照不足と低温のため、生育に数日の遅れが
あり、病害の発生も心配される。前半は入
荷減の懸念があるも、後半は天候の回復と
ともに入荷は改善される見込み。
　入荷量は前年並となり、価格は高温干ば
つで高騰した前年を大幅に下回る見込み。

　群馬、岩手からの入荷が中心となる。群
馬では５月の霜、７月の低温・日照不足に
よる生育遅れ、作業遅れが出ている。前半
は動きが少なく、後半は天候次第で回復と
なるか。一部では病害の懸念が残る。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

１２６

９０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

７０

６５９
８２３
８２６

７８５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

７５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ほ

う

れ

ん

そ

う

　群馬、栃木など関東高冷地と岩手からの
入荷となる。低温、日照不足の影響で軟弱
気味の生育となっている。病害も懸念され
るが、入荷は今後の天候次第か。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

７７８
８５７

キ

ャ

ベ

ツ

９４
１０３

１００

９０

８０

産地状況と
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い

１１３
１１４
５７
８７

１００

 前年及び本年の
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７月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ７１８ 384 490 413 北海道 30%
２７年 ７４７ 426 467 408 長野 15%
２８年 ７３２ 386 401 404 茨城 10%
２９年 ６９７ 401 488 461 中国 9%
３０年 ６０８ 509 550 530 愛知 7%

５ ヵ 年 平 均 ７００ 418 477 440

元 年 見 通 し ７００ 400 400 400

２６年 ２，５１９ 176 195 294 長野 100%
２７年 ２，４８３ 206 218 183
２８年 ２，４２９ 137 160 181
２９年 ２，６８６ 139 151 200
３０年 ２，７６２ 170 143 168

５ ヵ 年 平 均 ２，５７６ 165 173 205

元 年 見 通 し ２，６００ 130 180 170

２６年 １，２３１ 230 449 563 長野 53%
２７年 １，４２９ 297 310 371 北海道 22%
２８年 １，６４３ 214 208 300 山形 10%
２９年 １，４７９ 253 305 370 岩手 4%
３０年 １，４３８ 337 423 449 山梨 3%

５ ヵ 年 平 均 １，４４４ 266 332 403

元 年 見 通 し １，４４０ 280 380 400

４２１
４２５

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

４０８
３１５
２３９
３１３
４０３

 前年及び本年の

３５３

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野を中心に北海道などから入荷する。
７月には日照不足による価格高騰の報道も
出たが、特に日照が少ない関東近郊産地に
比べて、長野や北海道への影響は小さく、
平年並の入荷を見込む。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

３３１

 前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からほぼ全量を入荷する。７月前半
の市況に日照不足の影響は見られないが、
長雨による生育遅れや傷みが懸念される。
病害や傷みが多発した場合は前半の入荷減
も予想される。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並となる見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、長野、茨城などの産地から入荷
する。前年天候不順で入荷減となった北海
道は平年並を見込む。長雨の影響は特に日
照の少ない関東産地などで予想されるが、
全国的に産地も多く、入荷量は平年並か。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。
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７月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ４，５６０ 303 409 320 茨城 30%
２７年 ４，６２９ 370 453 367 青森 18%
２８年 ４，１８４ 265 356 321 秋田 12%
２９年 ４，３２０ 368 510 404 北海道 10%
３０年 ４，２４１ 441 547 439 中国 5%

５ ヵ 年 平 均 ４，３８７ 349 455 370

元 年 見 通 し ４，６００ 330 330 360

２６年 ８，７８４ 181 198 320 長野 87%
２７年 ９，５８５ 206 216 177 群馬 11%
２８年 １０，２１６ 122 144 172 岩手 1%
２９年 １０，１６０ 130 151 219 北海道 1%
３０年 ９，７６４ 157 134 164

５ ヵ 年 平 均 ９，７０２ 158 167 208

元 年 見 通 し ９，７００ 145 130 130

２６年 ７，１５７ 194 451 559 福島 43%
２７年 ８，１６０ 267 250 360 岩手 23%
２８年 ９，０５４ 177 191 259 秋田 12%
２９年 ７，６９１ 242 310 362 山形 6%
３０年 ７，６０５ 303 400 413 青森 4%

５ ヵ 年 平 均 ７，９３３ 235 313 383

元 年 見 通 し ７，５００ 270 300 330

３１０

　茨城、東北、北海道からの入荷となる。
概ね順調な生育となるが、各産地ともに低
温・日照不足の時期があり、軟弱生育によ
る病害の懸念は残る。好天が続けば潤沢な
入荷が見込まれる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
騰した前年を大幅に下回る見込み。

　長野、群馬からの入荷がほとんどを占め
る。７月の低温・日照不足の影響を受け、
生育遅れと病害の発生が見られる。入荷不
安定となることが懸念されるも、７月下旬
時点では価格に動きはない。
　入荷量は前年及び平年並となり、価格は
前年をかなり下回る見込み。

　福島、岩手からの入荷が中心となる。７
月は全国的な天候不順により、突発的な品
薄となり高値を出す場面もあったが、梅雨
明け以降は生育、入荷量ともに順調に回復
しつつある。病害虫の発生が懸念される。
　入荷量は前年並となり、価格は前年を大
幅に下回る見込み。
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前年主要産地（％）

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

３０９

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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７月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ８４０ 275 364 358 愛知 32%
２７年 １，０９４ 333 277 245 山梨 22%
２８年 １，１１０ 255 188 203 徳島 19%
２９年 ９５５ 287 276 292 茨城 10%
３０年 ９６４ 350 277 296 群馬 8%

５ ヵ 年 平 均 ９９３ 300 272 274

元 年 見 通 し １，０００ 280 270 300

２６年 １，８３９ 262 262 363 岐阜 62%
２７年 １，７０２ 273 282 361 北海道 19%
２８年 １，９４９ 301 248 278 愛知 9%
２９年 １，５８０ 295 318 433 熊本 4%
３０年 １，５０１ 378 422 512 長野 4%

５ ヵ 年 平 均 １，７１４ 299 301 382

元 年 見 通 し １，５３０ 350 350 350

２６年 ４５７ 482 453 589 北海道 72%
２７年 ４４１ 578 568 595 長野 15%
２８年 ５００ 694 587 541 愛知 5%
２９年 ５７６ 556 608 767 岐阜 3%
３０年 ４９８ 823 851 1,009 岩手 3%

５ ヵ 年 平 均 ４９４ 628 617 706

元 年 見 通 し ５００ 600 550 650

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に長野、愛知などから入荷
する。７月前半は前年を上回る順調な入荷
となった。長雨の影響も懸念されるが、各
産地とも作付けが増えており、８月も引き
続き順調な入荷が予想される。
　入荷量は前年並で、価格は高値だった前
年を大幅に下回る見込み。
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６５３

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜を中心に北海道、愛知などから入荷
する。７月前半は曇雨天の影響は少なかっ
た。８月は梅雨も明けて順調な入荷を見込
むが、長雨による着果不良もあり、盆以降
は数量が減少するか。
　入荷量は前年並で、価格は高値だった前
年を大幅に下回る見込み。
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 前年及び本年の

２８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、山梨、徳島を中心に入荷する。曇
雨天の影響がやや出ているが、７月前半の
入荷状況は順調。長雨による盆前頃の着果
不良も懸念されるが、概ね平年並の入荷と
なるか。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。
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７月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ４，６２１ 223 330 343 群馬 31%
２７年 ５，１２６ 283 245 272 栃木 28%
２８年 ４，５４７ 256 184 255 茨城 24%
２９年 ４，７９４ 297 288 307 埼玉 5%
３０年 ５，０２４ 326 273 320 岩手 3%

５ ヵ 年 平 均 ４，８２２ 278 264 299

元 年 見 通 し ４，７００ 320 290 320

２６年 ９，８３３ 239 233 320 北海道 19%
２７年 ９，００９ 257 257 387 青森 17%
２８年 １０，６６３ 288 238 256 岩手 17%
２９年 ８，２８６ 228 304 400 茨城 12%
３０年 ７，４６４ 363 445 508 福島 10%

５ ヵ 年 平 均 ９，０５１ 273 287 364

元 年 見 通 し ９，０００ 290 300 370

２６年 １，７０２ 509 524 619 北海道 31%
２７年 １，７４３ 551 569 673 青森 20%
２８年 １，９１４ 688 600 562 岩手 12%
２９年 １，８７５ 592 644 793 茨城 10%
３０年 １，６３３ 769 854 1,020 福島 10%

５ ヵ 年 平 均 １，７７３ 621 635 728

元 年 見 通 し １，８００ 620 630 730

６６５

品
目
名

ト

マ

ト

２６４
２９４
２６２
３３２
４４０

３１１

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ

ニ

ト

マ

ト

５５２
５９９
６１４
６８２
８９２

　北海道、東北各産地からの入荷が中心と
なる。北海道は平年より１週間ほど生育が
早い。後半に入荷ピークを迎える見通し。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

６６０

３２０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森、北海道、福島、群馬からの入荷が
中心となる。各産地とも日照不足等で７月
の数量を減らしたが、梅雨明けとともに出
荷量を回復させている。潤沢な入荷で盆を
迎え、後半は最盛期を越えて落ち着くか。
　入荷量は少なかった前年を大幅に上回
り、価格は前年を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 入荷量・価格の動き

な

す

２９７
２６６
２３４
２９８
３０８

２８１

　群馬、栃木、茨城など関東産地を中心に
入荷する。各産地とも低温・日照不足の影
響が散見される。生育遅れや品質低下、入
荷減が予想されるが、後半は天候回復とと
もに持ち直し、増量すると見込まれる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並となる見込み。
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７月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ４２４ 270 292 409 北海道 46%
２７年 ４８２ 407 460 448 岩手 25%
２８年 ４４２ 347 306 297 青森 10%
２９年 ３９２ 387 427 461 長野 6%
３０年 ３８０ 564 580 606 茨城 6%

５ ヵ 年 平 均 ４２４ 392 410 440

元 年 見 通 し ４２０ 400 380 400

２６年 ２，２９６ 140 131 132 北海道 77%
２７年 ２，４３８ 171 152 125 青森 12%
２８年 ２，４８０ 164 153 143 静岡 9%
２９年 ２，１６７ 114 114 123 富山 2%
３０年 ２，０８０ 103 119 131

５ ヵ 年 平 均 ２，２９２ 140 135 131

元 年 見 通 し ２，１５０ 150 140 120

２６年 ３，９８２ 129 137 121 北海道 56%
２７年 ３，７９５ 160 142 124 兵庫 39%
２８年 ３，４３９ 211 189 155 愛知 2%
２９年 ４，０８４ 90 87 81 富山 1%
３０年 ４，６５１ 108 111 106 佐賀 1%

５ ヵ 年 平 均 ３，９９０ 136 131 116

元 年 見 通 し ４，５００ 100 95 90

前年主要産地（％）品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

９５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、兵庫を中心に入荷する。盆前ま
での主産地の兵庫は順調な入荷を見込む。
北海道も盆前から増量していき、潤沢な入
荷を見込む。大幅な入荷増となった前年に
近い入荷となる見通し。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

１２６
１３９
１７６
８４

１０７

１２４

 前年及び本年の

１３６  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に青森などから入荷する。
北海道は盆明けから増量し、順調な入荷を
見込む。前年は６、７月が大幅な安値とな
り、８月もそれを引き摺った。本年もやや
安値推移だが、８月は平年並となるか。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

１３２
１４２
１４７
１１７
１１５

１３１

 前年及び本年の

３９３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、岩手を中心に入荷する。北海道
は平年並の順調な入荷を見込む。岩手など
の東北産地は長雨で花芽が弱っているが、
天候不順の影響を受けた前年よりは入荷量
が増加するか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

３１５
４２４
２７９
４０３
５９６

３９９
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７月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 １，８４１ 282 290 384 岩手 52%
２７年 １，８６０ 371 451 382 茨城 18%
２８年 ２，１６２ 288 202 202 福島 15%
２９年 １，９４９ 335 386 399 青森 11%
３０年 １，９４７ 561 573 517 高知 1%

５ ヵ 年 平 均 １，９５２ 367 377 373

元 年 見 通 し １，９００ 420 400 380

２６年 ６，４１３ 131 130 130 北海道 72%
２７年 ６，９６１ 154 133 121 茨城 11%
２８年 ６，５０３ 158 145 143 青森 6%
２９年 ６，２９０ 117 125 130 長崎 3%
３０年 ５，１３９ 91 117 132 静岡 3%

５ ヵ 年 平 均 ６，２６１ 132 131 131

元 年 見 通 し ６，２００ 180 140 100

２６年 １０，１６２ 131 135 130 北海道 49%
２７年 １０，３５９ 160 134 118 兵庫 30%
２８年 ９，４１２ 191 177 152 佐賀 11%
２９年 １０，１６６ 89 91 85 中国 5%
３０年 ９，９３３ 118 114 106 香川 2%

５ ヵ 年 平 均 １０，００６ 137 130 118

元 年 見 通 し １０，２００ 90 90 90

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た

ま

ね

ぎ

１３２
１３４
１７０
８８

１１２

１２７

　北海道、兵庫からの入荷が中心となる。
北海道、兵庫ともに生育順調で豊作基調と
なっており、雨をもらって肥大も良いこと
から潤沢な入荷が見込まれる。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ば

れ

い

し

ょ

１３１
１３３
１４７
１２４
１１７

１３１

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岩手、福島など東北産地と茨城からの入
荷が中心となる。前半は天候不順の影響で
数量を減らすも、後半への影響は限定的。
一部産地の生育遅れや入荷減も、他産地の
最盛期突入や作付増分で相殺される。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年を大幅に下回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

３１９
３９８
２２９
３７３
５４５

３７０

　北海道を中心に茨城、青森からの入荷と
なる。茨城、青森ともに生育順調で、７月
下旬から８月上旬に切り上がる見通し。同
時に出荷が始まる北海道が加わり、入荷は
潤沢になる見込み。
　入荷量は北海道が不作となった前年を大
幅に上回り、価格も大幅に上回る見込み。
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７月１９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 １０，２０８ 352 365 359 長野 30%
２７年 ８，９５０ 444 445 419 山形 13%
２８年 ９，７５７ 436 381 357 フィリピン 12%
２９年 ９，９１９ 432 381 358 愛知 10%
３０年 ９，００６ 443 414 430 青森 7%

５ ヵ 年 平 均 ９，５６８ － － －

元 年 見 通 し ８，４００ － － －

２６年 ２４８ － － － 愛知 55%
２７年 ２２１ － － － 静岡 23%
２８年 ２４７ － － － 茨城 11%
２９年 ２６０ － － － 青森 7%
３０年 ２２６ － － － 高知 2%

５ ヵ 年 平 均 ２４０ － － －

元 年 見 通 し ２３０ － － －

２６年 ２，４７０ 145 141 111 山形 41%
２７年 １，９０１ 212 234 193 長野 37%
２８年 ２，２５６ 207 179 121 青森 13%
２９年 ２，７７６ 205 151 106 秋田 3%
３０年 ２，１３５ 186 191 183 愛知 3%

５ ヵ 年 平 均 ２，３０８ 190 175 139

元 年 見 通 し ２，１００ 180 170 160

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

３６１
４３５
４０１
３９３
４３０

４０３  前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　ぶどう、なし、ももなどを中心に入荷す
る。低温や曇雨天の影響で前進傾向だった
前年より遅れている。ぶどうやももは出だ
しが遅れ、７月入荷が減少。なしは８月の
入荷が前倒した前年より大幅減の見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をわずかに下回る見込み。

ア

ー

ル

ス

メ

ロ

ン

５３７
６４１
５５３
５５０
５５６

５６６  前年及び本年の

５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に静岡、茨城などから入荷す
る。品目転換等により作付面積は減少して
いるが、大玉・前進傾向となっており、前
年と同程度の入荷量が予想される。愛知は
盆前にピークを迎える見通し。
　入荷量と価格はともに前年並の見込み。

す

い

か

１３２
２１３
１８３
１６５
１８６

１７３  前年及び本年の

１７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　山形、長野を中心に青森などからも入荷
する。猛暑だった前年とは異なり、涼しい
気温のため７月前半の販売は不調だった。
価格は低迷しているが、梅雨明け後の８月
には平年並に回復するか。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。
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７月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ４０，６２４ 334 365 348 山形 18%
２７年 ３６，０７４ 417 446 411 山梨 11%
２８年 ４０，３４６ 417 371 340 長野 10%
２９年 ３９，０１４ 434 401 357 福島 9%
３０年 ３５，３４２ 427 436 448 茨城 7%

５ ヵ 年 平 均 ３８，２８０ － － －

元 年 見 通 し ３５，０００ － － －

２６年 ６３２ 518 666 462 茨城 34%
２７年 ５９０ 639 787 591 静岡 33%
２８年 ６０３ 600 586 454 青森 15%
２９年 ６４９ 600 661 453 山形 9%
３０年 ６３５ 549 708 525 愛知 5%

５ ヵ 年 平 均 ６２２ 580 681 496

元 年 見 通 し ６１０ 530 640 480

２６年 １１，１７１ 140 141 124 山形 51%
２７年 ８，４６５ 206 238 189 長野 14%
２８年 ９，９８０ 205 161 118 秋田 12%
２９年 １０，１９６ 200 154 110 青森 7%
３０年 ７，９３６ 179 193 223 神奈川 7%

５ ヵ 年 平 均 ９，５５０ 185 174 148

元 年 見 通 し ８，０００ 190 170 150

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

３４８
４２３
３７９
３９８
４３６

３９５  前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　なし、もも、ぶどうを中心に入荷する。
７月は低温・低日照が続き、山梨産のもも
は入荷減の見込み。なしは生育遅れや肥大
が小振りとなる産地もみられる。梅雨明け
で入荷回復も、価格は盆明けの動向が気に
なるところ。入荷量は前年並となり、価格
は前年をかなり下回る見込み。

ア

ー

ル

ス

メ

ロ

ン

５４０
６５９
５４６
５４６
５７１

５７１  前年及び本年の

５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、茨城を中心に入荷する。静岡は曇
雨天の影響で小玉傾向となり入荷減。糖度
もばらつきが予想される。茨城は天候の影
響は少ないものの、生産者減により入荷量
も若干減るか。
　入荷量、価格ともに前年をやや下回る見
込み。

す

い

か

１３７
２１３
１７５
１６６
１９０

１７３  前年及び本年の

１７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　山形、長野を中心に入荷。梅雨の影響は
あるものの極端な入荷減はない予想。気温
上昇により引き合いが強まることを期待。
８月上旬までが入荷ピークとなり、盆明け
からは徐々に減少傾向となる見込み。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をか
なり下回る見込み。

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市 場
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切　花　・　鉢　花　の　８　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　７月３０日現在）

２６年 ２，１６３ ６０
実 ２７年 ２，２００ ６０

２８年 ２，６４１ ５５
績 ２９年 ２，３８１ ５８

３０年 ２，１８５ ６２

２，３１４ ５９

２，２００ ６０

概

要

２６年 ２，０８２ ３７
実 ２７年 １，７０４ ４７

２８年 ２，４７７ ３６
績 ２９年 １，９３１ ３７

３０年 １，７３２ ４４

１，９８５ ４０

１，８００ ４０

概

要

２６年 １，１８５ ４８
実 ２７年 １，２００ ４５

２８年 １，３４７ ４４
績 ２９年 １，２８１ ４８

３０年 １，４５１ ４９

１，２９３ ４７

１，３００ ４５

概

要

２６年 １０４ １３０
実 ２７年 １１８ １１７

２８年 １３８ ８９
績 ２９年 １２１ ９５

３０年 １２０ １０５

１２０ １０６

１２５ １００

概

要

元年見通し

　長野、福島から入荷する。日照時間が少なく、７月出荷が少ない影響で、上旬から多く
なる。業務需要が少なく、数量次第では厳しい販売となる見込み。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　愛知、長野、奈良、埼玉、岩手などから入荷する。低温、長梅雨の影響で高冷地中心に
生育不足や遅れが見られる。前半は盆需要で堅調な動きを見込むが、出荷の遅れ具合に
よっては中旬以降は厳しい販売展開も予想される。

５ヶ年平均

元年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か

す

み

そ

う

　長野を中心に北海道などから入荷する。7～10日程の遅れで盆に少し山ができるが、盆
明けもダラダラ出荷となる。盆明けは少し厳しい情勢。

５ヶ年平均

小

ぎ

く

品
目

輪

ぎ

く 　愛知、長野、三重などから入荷する。梅雨が長く、気温も低めに推移したため、高冷地
産を中心に生育に影響が出ている。盆需要で前半は堅調な動きが見込まれる。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

元年見通し

５ヶ年平均

元年見通し

単位：千本、円／本
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２６年 ４０１ １６６
実 ２７年 ２３７ ９６

２８年 ４５５ １５９
績 ２９年 ４２８ １５２

３０年 ３５５ １７８

３７５ １５５

３５０ １６０

概

要

２６年 ４０２ １０８
実 ２７年 ５０７ ８２

２８年 ４５３ ８６
績 ２９年 ４８４ ７８

３０年 ５３２ ８２

４７６ ８６

５００ ８０

概

要

２６年 ４２８ １０２
実 ２７年 ５８０ ５７

２８年 ６９５ ４９
績 ２９年 ５６６ ６０

３０年 ５５７ ６０

５６５ ６３

５５０ ６０

概

要

２６年 １，９４９ ６１
実 ２７年 １，８９８ ６６

２８年 ２，０２８ ６６
績 ２９年 １，７６６ ６８

３０年 １，７２６ ６５

１，８７３ ６５

１，７５０ ６５

概

要

元年見通し

　九州産地、静岡、長野から盆商材が入荷する。稽古、アレンジ芯材の需要は少なく、軟
調。盆商品は雨が多く遅れ気味で、堅調な動きとはなるが、引合いはそれほど強くない見
込み。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

元年見通し

　愛知、鹿児島、静岡などの国産物や輸入物が入荷する。天候不順によりやや生育不足も
見受けられる。今後温度上昇してくると、品質による価格差が大きくなると思われる。

ば

ら

５ヶ年平均

元年見通し

　山形、長野、愛知、岐阜を中心に入荷する。長梅雨の影響で湿度が高く、病気等の心配
があるが、梅雨明けで品質は上がってくると思われる。盆明けには株休めをしている伊勢
産も後半から出荷再開する。

ゆ

り

５ヶ年平均

元年見通し

　オリエンタルは新潟、岐阜、北海道から入荷する。出荷が前年よりやや遅れている産地
もあるが、順調な入荷を見込む。鉄砲は兵庫、愛媛、長野から入荷する。前年は悪天候の
影響で出荷が少ない年だったが、前年よりは増加が見込まれる。ＬＡは新潟、埼玉から前
年並の入荷見込み。相場は８月５日頃から上向いてくる。

枝

も

の

５ヶ年平均

洋

ら

ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　７月１０日現在）

２６年 １３，８３６ ９４３

実 ２７年 １１，７２９ ８６３

２８年 １２，０９５ ９００

績 ２９年 ９，２７５ ９４８

３０年 ９，７５８ ９２６

１１，３３９ ９１５

９，７００ ９２８

概

要

２６年 ７，６１６ ３４２

実 ２７年 １０，３４６ ３３６

２８年 ７，４０５ ３６９

績 ２９年 ８，５５９ ４０３

３０年 ３，４２１ ４１１

７，４６９ ３６６

３，４００ ４１２

概

要

２６年 ４，４３０ １０９

実 ２７年 ６，７１４ １４１

２８年 ９，２３０ ９５

績 ２９年 ７，１４７ １１９

３０年 ５，３２４ １２３

６，５６９ １１６

５，３００ １２３

概

要

シ

ャ

コ

バ

サ

ボ

テ

ン

品
目

ア

ン

ス

リ

ウ

ム

　入荷量は前年並か。作付けは前年に比べて大きな変更もなく、６号サイズでMIXでの入
荷が多い。色別では白の引き合いが強く、特殊な色は苦戦すると思われる。
　前年８月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（93.3％）、２位長崎
（1.1％）、３位静岡（0.4％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

元年見通し

５ヶ年平均

元年見通し

バ
ラ
及
び
ミ
ニ
バ
ラ 　入荷量は前年並もしくは前年より減少するか。前年のような猛暑になると生産も販売も

厳しく、生産調整が出てくると思われる。入荷は愛媛と岐阜を中心に３～3.5号がメイン
となる見込み。
　前年８月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛媛（55.0％）、２位岐阜
（45.0％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　作付量が前年並のため、入荷量は前年の数量に近づく見込み。3.5号、５号の引き合い
が強く、６号以上は苦戦が予想される。近年は競売での価格が安定しないため、注文の数
量次第では大幅に上下すると思われる。
　前年８月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（71.3％）、２位愛知
（28.7％）となっている。

５ヶ年平均

元年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２６年 ２，８３３ ７８１

実 ２７年 ２，８５８ ６９５

２８年 ３，１３１ ６５６

績 ２９年 １，６３３ ７７６

３０年 １，３３１ ７６４

２，３５７ ７２５

１，３００ ７６９

概

要

２６年 ８，０６６ １８４

実 ２７年 ４，７１５ ２７５

２８年 ８３５ ４５２

績 ２９年 １，４９６ ３４２

３０年 １，２１３ ３７８

３，２６５ ２５３

１，２００ ３８２

概

要

２６年 １５，５９９ ９１５

実 ２７年 ２４，０００ ７５０

２８年 １５，４８６ ７８３

績 ２９年 １２，６１３ ９２６

３０年 １４，１３５ ８０８

１６，３６７ ８２５

１４，０００ ７８６

概

要

オ

ン

シ

ジ

ウ

ム

５ヶ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

元年見通し

　入荷量は前年並の見込み。４号サイズを中心に入荷は多いと思われるが、６号以上の大
きいサイズは少なくなる見込み。入荷量が少なくなれば価格は上昇するとみられるが、厳
しい状況か。
　前年８月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（45.6％）、２位三重
（40.6％）、３位岐阜（10.7％）となっている。

元年見通し

　入荷量は前年よりわずかに減少するか。供給苗単価の高騰、高齢化、価格の伸び悩みに
より生産者は減少している。気温が高く開花スピードが速いため、固めの出荷をお願いし
たい。また水切れ防止のため、出荷前には水をしっかりやって出荷をお願いしたい。
　前年８月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位高知（44.1％）、２位愛知
（27.4％）、３位長崎（25.6％）となっている。

卸売価格

元年見通し

　入荷量は前年並の見込み。愛知が入荷の中心となるが、８号以上のサイズは減少傾向。
７号以下は大きく変わらないと思われる。ドラセナ類からの作付け変更の動きもある。
　前年８月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（66.1％）、２位沖縄
（15.7％）、３位福岡（4.4％）となっている。

ド

ラ

セ

ナ

類

５ヶ年平均

ス

パ

テ

ィ

フ

ィ

ラ

ム

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №554 

令和元年８月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


